
273 

 

5. ワークショップ 

5.1 開催の経緯 

受託団体から取組における課題をヒアリングを中心に抽出してきた。その中で、想定され

る就職先が IT企業ではなく、地域の一般企業や観光などに特化した企業の場合、生成

AI、IoT、ビッグデータなどのデジタルスキルを就職後に活かせる機会があるかどうか

は、就職した企業によりばらつきがあり、どのようなスキルを学ばせればよいか、カリキ

ュラム作成等においての課題となっていることがわかった。また、最新のデジタルスキル

を学んだ学生と旧来の学生ではどちらを採用したいかと企業に問えば、前者と回答する企

業は多い。しかしながら、特に社内で現状、DXがあまり進んでいない中小・零細企業にお

いては、この回答とは逆に、学んだスキルを活かせる仕事を創出できないことも考えら

れ、これが早期退職につながる懸念もある。 

このような事態を打開するためには、専門学校が就職先企業と話し合い、啓蒙していくこ

とも必要ではないか、との意見もあった。本ワークショップは就職先企業と話す際のネタ

元になればという思いで、企画した。 

 

5.2 開催概要 

タイトル：「小さな DX 教育と現場をつなぐカリキュラム設計のヒント」 

主な内容：中小・零細企業による DX の成功事例をもとに共通点や求められる人材像を探

り、教育機関側と企業側のスキルギャップや PBL の実践事例など。40 分間を講義とし、20

分間を質疑応答および参加者と講師を交えたディスカッションとした。 

開催日時：9月 2日（火）16：00～ および 9月 18 日（木）10：00～ の 2回 

（1つでも多くの団体が参加できるよう、同内容のセミナーを 2回、開催した） 

開催形式：Zoom によるオンライン形式 

参加人数：第 1回 17 名、第 2回 8名 

（いずれも受託団体のほか受託団体から案内した企業関係者を含む。） 

講師と略歴：河村大馬（かわむらだいま）氏  

プロデューサー/AI プロデューサー 

株式会社 MEDICARELIGHT ブランドマーケティング部 部長 

株式会社 MARKKAI 事業部部長 

2003 年から広告業界において、デジタルな経験とフィジカルな経験を組み合わせた新しい

コミュニケーションの形を生み出すクリエイティブ・プロデューサーとして活躍。コロナ

禍初期にはベンチャー企業に参画し、ブランドコミュニケーションを担当。2024 年より現
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職に就任し、マーケティング業務や営業業務に生成 AIを駆使することで、「少人数大規模

ビジネス化」を推進。主な広告賞の受賞歴には、カンヌライオンズ国際クリエイティビテ

ィ・フェスティバル、ニューヨーク ADC、ADFEST、グッドデザイン賞、PRAwardAsia な

ど、国内外で多数受賞 

 

5.3 アンケート結果 

2 回合計で 17名の方からアンケートに回答いただいた。 

 

 

 

 

 

 

 

Q1　ご自身のお立場について（いずれか1つ）

　1．専門学校の経営層または教職員 15 88%

　2．専門学校関連の団体等の経営層または職員 1 6%

　3．高校、大学など専門学校以外の教育機関 0 0%

　4．専門学校生等を採用する企業、団体の経営層または社員、職員 0 0%

　5．自治体など地方公共団体の職員 0 0%

　6．その他 1 6%

17

Q2　ワークショップ全体の内容について（いずれか1つ）

　1．とても参考になった 7 41%

　2．参考になった 8 47%

　3．あまり参考にならなかった 0 0%

　4．参考にならなかった 0 0%

　5．どちらでもない 2 12%

17

Q3　「事例紹介」について（いずれか1つ）

　1．とても参考になった 7 41%

　2．参考になった 8 47%

　3．あまり参考にならなかった 0 0%

　4．参考にならなかった 0 0%

　5．どちらでもない 2 12%

17
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総評として、全体に「とても参考になった」「参考になった」が 9割近くを占め、評価は高

かったと判断しているが、「どちらでもない」や設問によっては「あまり参考にならなかっ

た」という意見もあり、改善していきたい。 

 

5.4 講演資料 

 

Q4　「PBL実践事例」について（いずれか1つ）

　1．とても参考になった 7 41%

　2．参考になった 8 47%

　3．あまり参考にならなかった 0 0%

　4．参考にならなかった 0 0%

　5．どちらでもない 2 12%

17

Q5　「ツール紹介」について（いずれか1つ）

　1．とても参考になった 5 29%

　2．参考になった 8 47%

　3．あまり参考にならなかった 2 12%

　4．参考にならなかった 0 0%

　5．どちらでもない 2 12%

17
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6.事例集 

6.1 トップページ 
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6.2 受託団体事例紹介ページ 
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7.セミナー 

7.1 セミナー告知サイト 
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7.2 セミナー実績（事前申込者属性/同 データ/当日視聴者数/アン

ケート結果） 

 

告知 

セミナーは、専門学校生の就職先になるであろう企業を中心に、専門学校と中高大の教育関

係者、地域産業の振興等を担当する自治体関係者に告知を行った。弊社が保有する E-DM リ

ストより、DXや AI やビッグデータ、IoT など最新のデジタル技術に関心を持つ企業の経営

層、人事採用担当者、専門学校を含む教育関係者および自治体関係者等を抽出し、Eメール

を配信した。 

 

2025 年 11 月 17 日より告知を開始し、2026 年 1月 19 日までに計 10 回、のべ 50万通超の E

メールを配信した。また文部科学省が配信するメールマガジン『知る専』や、各委託事業担

当者への周知メールでも告知していただいた。開催までに 77 名 （年年 は 63 名）の申込み

があった。属性は以下の通りである。 

 

事前申込者属性 

【業種】専門学校生を採用する側の企業が 21 名（27.3％）と、目標とする半分にはおよ

ばなかった。最も多いのが「その他サービス」で、次いで「IT・情報通信」となった。年

年は 34 名（54.0％）が企業であり、申込総数は年年より 2割ほど増えたものの、企業は

数、割合とも減っている。教育を提供する側では専修学校が最も多く 40名（51.9＆）と

なった。専修学校以外の教育機関も合わせると 66.2％だった。 

 

 

 

【業種】

IT・情報通信 5 6.5%

その他サービス 9 11.7%

デザイン関連 1 1.3%

介護・医療サービス 2 2.6%

建設業 1 1.3%

商社・卸売 1 1.3%

製造業（その他製造） 1 1.3%

農林水産業 1 1.3%

高等学校 3 3.9%

専修学校 40 51.9%

大学 1 1.3%

その他の教育機関 7 9.1%

その他 4 5.2%

国または自治体（地方公共団体）職員 1 1.3%

77

↑

企

業

27.3

％

↓

7%

12%

2%
3%
1%1%1%1%
4%

52%

1%

9%
5%1%

【業種割合】
IT・情報通信

その他サービス

デザイン関連

介護・医療サービス

建設業

商社・卸売

製造業（その他製造）

農林水産業

高等学校

専修学校

大学

その他の教育機関

その他
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【分野】 

業種が「専修学校」と回答した方にその専門分野を聞いた（複数回答）。やはり工業分野が

全体の半数以上の 52.2％を占め、最も多くなった。次いで「商業実務分野」が 45.0％、「文

化・教養分野」が 25.0％となった。この 2 分野に理系転換を検討する専門学校が多いよう

だ。 

 

 

 

【職種】 

「経営者・役員」との回答が 19.5％で最も多く、次いで「専門職（教育関連）」の 18.2％、

「経営企画」が 11.7％であった。「経営者・役員」には学校の理事長などが含まれるが、「経

営企画」は企業側でもトップに近い部署と考えられ、採用が経営の課題になっていることが

推測できる。 

 

 

 

【分野】　※複数回答

工業分野 21 52.5%

医療分野 8 20.0%

衛生分野 5 12.5%

教育・社会福祉分野 8 20.0%

商業実務分野 18 45.0%

服飾・家政分野 3 7.5%

文化・教養分野 10 25.0%

専門学校総数

（回答総数 40 ）

29%

11%

7%11%

24%

4%

14%

【分野割合】
※専修学校40校により複数回答

工業分野

医療分野

衛生分野

教育・社会福祉分野

商業実務分野

服飾・家政分野

文化・教養分野

【職種】

営業・販売 2 2.6%

一般事務 4 5.2%

企画・調査・マーケティング 7 9.1%

経営企画 9 11.7%

経営者・役員 15 19.5%

広報・宣伝 4 5.2%

情報処理・情報システム 3 3.9%

専門職(医療関連) 1 1.3%

専門職(教育関連) 14 18.2%

総務・人事 6 7.8%

編集・編成・制作 1 1.3%

その他 11 14.3%

77

3%5%
9%

12%

20%

5%4%1%

18%

8%
1%

14%
【職種割合】
営業・販売

一般事務

企画・調査・マーケティング

経営企画

経営者・役員

広報・宣伝

情報処理・情報システム

専門職(医療関連)

専門職(教育関連)

総務・人事

編集・編成・制作

その他
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【従業員規模】 

従業員規模では 100 人未満の企業が 58.4％を占め、従業員が 10名未満の事業所も多く、小

規模企業が目立つ。従業員が 1,000 名以上の大企業は 6.5％に過ぎない。これらの数字には

専門学校など教育機関も含まれるが、専門学校生の採用に興味・関心がある企業は中小企業

が多いことがわかる。 

 

 

 

 

当日の視聴者数 

1 月 22 日（木）は 42 名、23日（金）は 33 名であった、事前の申込数は年年を 2割ほど上

回ったが、実際に視聴にいたった人数は 1 日目は 5％ほど増えたものの、2 日目は 2 割弱、

少ないという結果となった。 

 

当日の視聴者のアンケート結果 

アンケートには両日合計で 24名に回答いただいた。 

【あなたのお立場】 

専門学校関係者が最も多く 58.3％を占めた。企業関係者は 2名（8.3％）との結果となった。

採用につながるよう企業関係者に視聴していただきたいと考えていたが、実際は低い数字

となってしまった。 

 

【従業員規模】（企業のみ集計）

1～9人 11 14.3%

10～49人 18 23.4%

50～99人 16 20.8%

100～299人 16 20.8%

300～499人 7 9.1%

500～999人 4 5.2%

1,000～2,999人 2 2.6%

3,000～4,999人 1 1.3%

10,000～19,999人以上 1 1.3%

20,000人以上 1 1.3%

77

14%

24%

21%

21%

9%

5%
3%1%1%1%

【従業員規模】

1～9人

10～49人

50～99人

100～299人

300～499人

500～999人

1,000～2,999人

3,000～4,999人

10,000～19,999人以上

20,000人以上
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【参加した目的（複数回答）】 

「専門学校での IT、DX 教育のトレンドを知りたい」が最も多く、次いで「専門学校との連

携に関心」が続いた。連携に関心を持ちながら、事務局まで問い合わせていただく方はいら

っしゃらなかった。 

 

 

 

【専門分野】 

専門学校の方に分野をお聞きした。「工業分野」が最も多く、次いで「商業実務分野」とな

った。これは事前申込者のアンケート結果に近く、商業実務分野からの理系への転換を検討

している学校が多いものと思われる。 

 

あなたのお立場をお聞かせください。【必須回答】

大学、短大、高専の教職員 2 8.3%

専門学校の教職員 14 58.3%

専門学校の学生を採用する企業（経営者、役員） 2 8.3%

その他団体 3 12.5%

その他 3 12.5%

24

本会に参加した目的をお聞かせください。（複数回答）【必須

回答】

専門学校との連携に関心があったため 12 33.3%

専門学校のIT、DX教育のトレンドを知りたかったため 16 44.4%

専門学校の学生の採用に関心があったため 4 11.1%

その他 4 11.1%

36
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【講演内容に関する感想】 

「参考になった」が 45.8％、「やや参考になった」が 37.5％で、合計すると 83.3％が何ら

か参考になったと回答している。年年とほぼ同程 の率であるが、今回のような目的も講演

内容も事前にはっきりしているセミナーであれば、90％を超えるのが望ましい。基調講演の

内容も含めて、来年 に向けて、改善を検討していきたい。 

 

 

 

 

 

（「専門学校教職員」とご回答の方にお聞きします）

ご所属の学校の分野を教えてください。（複数回答）【任意回

答】

工業分野 7 35.0%

医療分野 1 5.0%

商業実務分野 5 25.0%

教育・社会福祉分野 2 10.0%

文化・教養分野 1 0.0%

その他 4 20.0%

20

本日の講演内容について、全体的なご感想をお聞かせください。

参考になった 11 45.8%

やや参考になった 9 37.5%

どちらでもない 3 12.5%

参考にならなかった 1 4.2%

24
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7.3 基調講演発表資料 
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  企業（ い ）の ー    （   ）  て    

   （   ）  て           企業（ い ）の ー 

       企業（ い ）の ー 

【従 】

【  】
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